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「連続グルコース計測装置(CGM)」とは、複雑に変化する糖尿病患者の血糖
値を測定する装置のことで、高血糖や低血糖状態に陥るのを防ぐことで合併症
の発症を予防し、糖尿病患者のQOL向上に貢献すると期待されています。
近年、酵素反応を用いたCGMが販売されているが、酵素の失活により長期

間の計測が困難である。当研究グループではグルコース濃度に応じて可逆的に
蛍光強度が変化するグルコース応答性蛍光ゲルを用いることで、長期間に渡っ
て高精度な測定が可能な、連続グルコース計測装置の研究に取り組んでいます。
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